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〈目的〉

「振付家」が振付を行わなくなった, と言われ

て久 しい。だが, 果たして彼 らは活動当初から振

付を行っていなかったのだろうか。 もし振付家が

動 き(ダ ンス)を 組み立てることを放棄 したなら

ば, ダンスはいかにして生成 し, さらに作品とし

て成立 してゆくのだろうか。また, 作品の継承 と

いう観点から見る時, そのような方法で作 られた

作品は, 旧来の枠組み(振 付家=動 きを書 き, 規

定するひと, 舞踊家=そ れを実演する人)に 沿っ

て作 られた作品と, どう異なっているのか。そも

そもそのような作品の継承 自体は可能なのか。

本論文ではこれらの問題について考察する。

〈方法〉

ピナ ・バウシュとウィリアム ・フォーサイスを

とりあげ, 「振付」 をしていた時期 と, しなくな

った時期について, 「作品」の概念 とその継承の

問題を考察する。具体的には, 世界各地で実際に

目にした上演作品を分析対象 とし, ブッパタール

舞踊団, 旧フランクフル ト・バ レエ団のメンバー
への直接取材から得 られた現場の声 を参照する。

〈結果 とその考察〉

今 日では 「振付をしない振付家」の代表格 とし

て, バウシュやフォーサイスの名前が必ず挙がる

が, 両者 とも初期には, ダンサーとの共同作業 を

重視 しつつ も動 きそのものは振付家が決定し, ダ

ンサーに再現 させる, という方法で作品を作って

いたことを忘れてはならない。

とりわけ, 大規模なバ レエ団との共同作業で作

られた作品や, 自らのカンパニーで初演 した後に

他のバ レエ団のレパー トリーに繰 り込まれた作品

については, 動 きは細部まで固定化 されてお り, 

再演時にはそれらが順序通 りに再現 されている。

たとえばパ リ・オペラ座で世界初演されたフオ
ーサイスの 『イン・ザ ・ミドル, サムホワット・

エ レヴェイテッド』は人気作品として定着 してい

るし, 『アーティファク ト』もオランダ国立バ レ

エ団の レパー トリーに入っている。さらに, バウ

シュの 『春の祭典』さえ, 今ではパ リ・オペラ座

のレパー トリーに入 り, 繰 り返 し再演されている。

大バ レエ団のレパー トリーに入ったこのような

作品は, 本家のカンパニーがほとんど上演 しなく

なってからも観客が目にすることができ, また, 

規定 された動 きその ものはか な り正確 に継承 され

てゆ くこ とが期待 で きる。 た とえ, レパ ー トリー

化や再演時 の質 的変化 に関す る問題 は避 け られな

い として も, で あ る。(こ れについ ては, 既 に舞

踊学会 でパ リ ・オペ ラ座 のバ ウシュ振付 『春 の祭

典 』の例 を取 り上 げた。)

これに対 し, 尼 崎彬 が 「編集 モデル」 と名付 け, 

「現代 の最 もす ぐれた振付家 た ちは, 振 付 によっ

てで はな く編 集 に よって作 品 を作 ってい る」1と

評価 するのが, 現 在 のバ ウシュやフ ォーサイスの

手法 だ。

1つ の作 品 を作 り上 げる までに, バ ウ シュが数

多 くの質問をダ ンサーに投 げかけ, そ の反応 や即

興 を素材 として集めなが ら, 膨 大 な数の素材 の中

か ら取捨 選択 して作 品 を構成 する, とい う過程 に

ついては, 一般 の観客 で もプ ログ ラム解 説な どで

繰 り返 し目に している ことだろ う。 また, も とは

バ レエ団内部の教 育用 に作 られた フォーサイスの

CD-ROM"Improvisation Technologies"が, 簡 単 な

動 きやポーズ を様 々な動 きに変形 させ た り, 新 し

い動 きを生成 させた りするための基本 ツール とな

ってい ること, そ してその ような方法論 を身 につ

けた ダンサーたちが, フ ォーサイスの指示 に従 っ

て次 々に即興 の動 きを生み出 してい るこ と2も ま

た, 今 で は広 く知 られている。

この ように, ダ ンス(動 き)の 部分の生成過程

をほぼ まるごとダンサーにゆだね, 振 付 家 はもは

や作 品 に用 い る要素 の選択 や構 造 の設定 とい う

「編 集」作業 のみ を担 う場合, 作 品の継承 につい

て, い かなる問題が生 じるだろ うか。

「編集 モデ ル」 を とる振付家 は即興 を重視 し, 

同 じことの繰 り返 しを避け ようとす る。そ うした

作 品は レパー トリー制 とは根本 的 に相容れず, 時

間の経過 に伴 い 「作 品」の再演 は困難 になる。

そ の結 果, 継 承 で きるの は本 来, 「作 品」 で は

な く方法論や生成 システム, とい うことになるが, 

バ レエ 団が解 体す れば, シス テム ご と消 滅す る。

フランクフル ト ・バ レエ団がな くな り, ご く小 さ

な カンパニーに規模 縮小 された今, フ ォーサ イス

の作 品 とス タイルは さしあた りレパー トリー制の

バ レエ団の再演, も し くは彼 の方法論 を学んだ振

付家 の作 品, た とえば金森穣 の 「ス トリング ・ピ
ー ス」 や 「SHIKAKU」, 鈴 木 稔 「Missing Link」

の 中で生 きなが らえてゆ くことにな るだ ろう。
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